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施　策 ２
水産業

事

の振興 会計・ 項 水産業費

予算区分 目 水産振興費

取組方針 １
つくり育て管理する漁業の推進 大事業 水産振興事業

中事業 つくり育て管理する漁業推進事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel

業

農林水産課 中兀　成浩 435-1049

事業実施の根拠法令 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

資源管理型漁業を積極的に推進す

チ

る。 中間育成事業

マダイ等の中間育成及び放流を実施し、資源量の回復を図る。 稚魚放流事業

磯根漁場再生事業(藻場造成推進事業)

体験型自然水族館事業

事
業
内
容

平成30年度 平成31年度 令和02年度 令和03年度 令和

ェ

04年度

中間育成事業(マダイ14.4万 中間育成事業(マダイ，ヒラ 中間育成事業(マダイ，ヒラ 中間育成事業(マダイ，ヒラ 中間育成事業(マダイ，ヒラ

尾，ヒラメ3万尾，カサゴ1.7 メ，カサ

事

ゴ，イサギ，クエ， メ

ッ

務

，イサギ，クエ，キジ

事

ハタ メ，イサギ，クエ
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万尾

o

，イサギ9.2千尾，

事

クエ3 キジハタ等　飼

業

育尾数計３２ 等　飼育
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体験：年４回) 放流体
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１７回)

育

放流体験：年４回) 藻

て

場造成等漁場環境の保

管

全に

藻場造成等漁場環

理

境の保全に 藻場造成等

す

漁場環境の保全に 要す

る

る調査及び事業の実施

漁
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業
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推
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進事業
事

２　事業コスト

事

業

業費等（千円）
平成3
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分
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(
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1

算 決算 当初予算 決算 当



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 ○ 重要かつ高い貢献度がある 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実

現状維持 ○

縮小
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ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

本市のマダイ漁獲量は、昭和５０年代は昭和５６年の１２４ｔの漁獲を最高に、１００ｔ以上で推移していたが、昭和６０

年代には５０ｔ前後にまで落ち込み、

４

資源管理型漁業への積

　

極的な取り組みの結果

事

、近年７０ｔ前後を推

業
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にお

の

いても、直営事業によ

評

る種苗の中間育成放流

価

と漁業者による自主管

評
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基

整える

担当課評価の根

準

拠
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効率的な回復を図って

妥

いく必要がある。
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はマダイ等の好漁場で
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]

曳き網漁業が営まれて

事

いる。しかし、沿岸開

業

発等による漁場環境の

の

悪化に

伴い稚魚成育場

ニ

の減少、成魚の回遊減

ー

少等、漁業資源が減少

ズ

している。このため、

は

資源管理や稚魚の放流

あ

等栽培漁業への取

組と

る

ともに、マダイ等の幼

か

稚魚の成育環境の保全

○

・創造を図るために人

増

工魚礁及び増殖場（餌

加

料培養礁）を設置する

し

ことに

より、資源量を

て
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い
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